
(57)【要約】

【課題】トルクコンバータにおいて，ポンプハブ及びタ

ービンハブの間隔を狭めて，軸方向寸法の短縮化を可能

にする。

【解決手段】ステータハブ４ｈと，ステータ軸１２との

間にフリーホイール１１を配設したトルクコンバータＴ

において，フリーホイール１１のアウタレース１５を，

その軸方向両端面が露出するようにステータハブ４ｈに

固着し，このアウタレース１５と，ポンプハブ２ｈ及び

タービンハブ３ｈ間に一対のスラストニードルベアリン

グ３４，３４′を，それぞれのニードルローラ３４ａ群

がアウタレース１５の両端面に接するように介装し，こ

れらスラストニードルベアリング３４，３４′の内周側

に，ポンプハブ２ｈ及びタービンハブ３ｈにそれぞれ当

接してケージ１８の軸方向移動を規制する一対の端板３

５，３５′を配設した。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 入 力 軸 （ １ ） に 結 合 さ れ る ポ ン プ 羽 根 車 （ ２ ） と ， こ の ポ ン プ 羽 根 車 （ ２ ） に 対 置 さ れ
て 出 力 軸 （ １ ０ ） が 結 合 さ れ る タ ー ビ ン 羽 根 車 （ ３ ） と ， そ れ ら ポ ン プ 羽 根 車 （ ２ ） 及 び
タ ー ビ ン 羽 根 車 （ ３ ） の 内 周 部 間 に 配 置 さ れ る ス テ ー タ 羽 根 車 （ ４ ） と を 備 え ， こ の ス テ
ー タ 羽 根 車 （ ４ ） の ハ ブ （ 以 下 ， ス テ ー タ ハ ブ と い う 。 ） （ ４ ｈ ） と ， そ の 中 心 部 に 配 置
さ れ る ス テ ー タ 軸 （ １ ２ ） と の 間 に 介 装 さ れ る フ リ ー ホ イ ー ル （ １ １ ） が ， ス テ ー タ ハ ブ
（ ４ ｈ ） に 結 合 さ れ る ア ウ タ レ ー ス （ １ ５ ） ， ス テ ー タ 軸 （ １ ２ ） に 結 合 さ れ る イ ン ナ レ
ー ス （ １ ６ ） ， そ の 両 レ ー ス （ １ ５ ， １ ６ ） 間 に 介 装 さ れ る 環 状 配 列 の 一 方 向 ク ラ ッ チ 素
子 （ １ ７ ， １ ７ … ） 群 及 び ， こ の 一 方 向 ク ラ ッ チ 素 子 （ １ ７ ， １ ７ … ） 群 を 保 持 す る ケ ー
ジ （ １ ８ ） よ り 構 成 さ れ ， ポ ン プ 羽 根 車 （ ２ ） の ハ ブ （ 以 下 ， ポ ン プ ハ ブ と い う 。 ） と タ
ー ビ ン 羽 根 車 （ ３ ） の ハ ブ （ 以 下 ， タ ー ビ ン ハ ブ と い う 。 ） と の 間 で 一 対 の ス ラ ス ト ニ ー
ド ル ベ ア リ ン グ （ ３ ４ ， ３ ４ ′ ） を 介 し て ス テ ー タ 羽 根 車 （ ４ ） の 軸 方 向 移 動 を 規 制 す る
よ う に し た ト ル ク コ ン バ ー タ に お い て ，
　 前 記 フ リ ー ホ イ ー ル （ １ １ ） の ア ウ タ レ ー ス （ １ ５ ） を ， そ の 軸 方 向 両 端 面 が 露 出 す る
よ う に し て ス テ ー タ ハ ブ （ ４ ｈ ） の 内 周 に 固 着 し ， こ の ア ウ タ レ ー ス （ １ ５ ） と ， ポ ン プ
ハ ブ （ ２ ｈ ） 及 び タ ー ビ ン ハ ブ （ ３ ｈ ） 間 に 前 記 一 対 の ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ （ ３
４ ， ３ ４ ′ ） を ， そ れ ぞ れ の ニ ー ド ル ロ ー ラ （ ３ ４ ａ ） 群 が ア ウ タ レ ー ス （ １ ５ ） の 両 端
面 に 接 す る よ う に 介 装 し ， こ れ ら ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ （ ３ ４ ， ３ ４ ′ ） の 内 周 側
に ， ポ ン プ ハ ブ （ ２ ｈ ） 及 び タ ー ビ ン ハ ブ （ ３ ｈ ） に そ れ ぞ れ 当 接 し て 前 記 ケ ー ジ （ １ ８
） の 軸 方 向 移 動 を 規 制 す る 一 対 の 端 板 （ ３ ５ ， ３ ５ ′ ） を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る ト ル
ク コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の ト ル ク コ ン バ ー タ に お い て ，
　 ス テ ー タ ハ ブ （ ４ ｈ ） の 内 周 に は ， 雌 ス プ ラ イ ン （ ２ ７ ） と ， こ の 雌 ス プ ラ イ ン （ ２ ７
） の 一 端 に 隣 接 す る 環 状 の 支 持 壁 （ ２ ８ ） と を 形 成 す る 一 方 ， 前 記 ア ウ タ レ ー ス （ １ ５ ）
に は ， 前 記 環 状 の 支 持 壁 （ ２ ８ ） の 内 周 面 に 嵌 合 す る 同 心 位 置 決 め 部 （ ２ ９ ） と ， 前 記 雌
ス プ ラ イ ン （ ２ ７ ） に 嵌 合 し て 前 記 支 持 壁 （ ２ ８ ） の 内 端 面 に 当 接 す る 雄 ス プ ラ イ ン （ ３
０ ） と を 形 成 し ， 前 記 支 持 壁 （ ２ ８ ） と 協 働 し て 前 記 前 記 雌 ス プ ラ イ ン （ ２ ７ ） の 軸 方 向
移 動 を 規 制 す る 係 止 部 材 （ ３ ２ ） を ス テ ー タ ハ ブ （ ４ ｈ ） に 設 け た こ と を 特 徴 と す る ト ル
ク コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ト ル ク コ ン バ ー タ に お い て ，
　 前 記 各 端 板 （ ３ ５ ， ３ ５ ′ ） に は ， そ れ の ポ ン プ ハ ブ （ ２ ｈ ） 又 は タ ー ビ ン ハ ブ （ ３ ｈ
） に 支 承 さ れ る 外 端 面 で 半 径 方 向 に 延 び る 複 数 の オ イ ル 溝 （ ３ ６ ， ３ ６ … ） を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る ト ル ク コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の ト ル ク コ ン バ ー タ に お い て ，
　 前 記 各 端 板 （ ３ ５ ， ３ ５ ′ ） に は ， 前 記 オ イ ル 溝 （ ３ ６ ， ３ ６ … ） を 前 記 ア ウ タ レ ー ス
（ １ ５ ） 内 に 連 通 す る 複 数 の オ イ ル 孔 （ ３ ７ ） と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ト ル ク コ ン バ
ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 車 両 や 産 業 機 械 に 使 用 さ れ る ト ル ク コ ン バ ー タ に 関 し ， 特 に ， 入 力 軸 に 結 合
さ れ る ポ ン プ 羽 根 車 と ， こ の ポ ン プ 羽 根 車 に 対 置 さ れ て 出 力 軸 が 結 合 さ れ る タ ー ビ ン 羽 根
車 と ， そ れ ら ポ ン プ 羽 根 車 及 び タ ー ビ ン 羽 根 車 の 内 周 部 間 に 配 置 さ れ る ス テ ー タ 羽 根 車 と
を 備 え ， こ の ス テ ー タ 羽 根 車 の ハ ブ （ 以 下 ， ス テ ー タ ハ ブ と い う 。 ） と ， そ の 中 心 部 に 配
置 さ れ る ス テ ー タ 軸 と の 間 に 介 装 さ れ る フ リ ー ホ イ ー ル が ， ス テ ー タ ハ ブ に 結 合 さ れ る ア
ウ タ レ ー ス ， ス テ ー タ 軸 に 結 合 さ れ る イ ン ナ レ ー ス ， そ の 両 レ ー ス 間 に 介 装 さ れ る 環 状 配
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列 の 一 方 向 ク ラ ッ チ 素 子 群 及 び ， こ の 一 方 向 ク ラ ッ チ 素 子 群 を 保 持 す る ケ ー ジ よ り 構 成 さ
れ ， ポ ン プ 羽 根 車 の ハ ブ （ 以 下 ， ポ ン プ ハ ブ と い う 。 ） と タ ー ビ ン 羽 根 車 の ハ ブ （ 以 下 ，
タ ー ビ ン ハ ブ と い う 。 ） と の 間 で 一 対 の ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ を 介 し て ス テ ー タ 羽
根 車 の 軸 方 向 移 動 を 規 制 す る よ う に し た ト ル ク コ ン バ ー タ の 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 か ゝ る ト ル ク コ ン バ ー タ は ， 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ４ ３ ６ ９ ０ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い
る よ う に ， 既 に 知 ら れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の か ゝ る ト ル ク コ ン バ ー タ で は ， フ リ ー ホ イ ー ル の ア ウ タ レ ー ス 及 び ケ ー ジ の 一 端
を 支 承 す る 端 壁 を ス テ ー タ ハ ブ に 一 体 に 形 成 す る 一 方 ， ス テ ー タ ハ ブ 内 に は ， ア ウ タ レ ー
ス の 外 端 面 に 当 接 す る と 共 に ， ケ ー ジ の 他 端 部 を 外 側 方 か ら 押 さ え る べ く ア ウ タ レ ー ス の
内 周 面 に 嵌 合 す る 端 板 を 配 設 し ， 前 記 端 壁 と ポ ン プ ハ ブ と の 間 ， 並 び に 前 記 端 板 と ス テ ー
タ ハ ブ と の 間 に 前 記 一 対 の ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ を 介 装 し て い る 。 し た が っ て ， 前
記 一 対 の ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ は ， フ リ ー ホ イ ー ル の ア ウ タ レ ー ス 及 び ケ ー ジ を 軸
方 向 で 保 持 す る ， ス テ ー タ ハ ブ の 端 壁 及 び 端 板 の 両 外 側 に 配 置 さ れ る こ と に な る か ら ， こ
れ ら ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ の 両 外 側 に 配 置 さ れ る ポ ン プ ハ ブ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ の 間
隔 が 広 が っ て し ま い ， こ れ が ト ル ク コ ン バ ー タ 全 体 の 軸 方 向 寸 法 の 短 縮 化 の 障 害 と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は ， か ゝ る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で ， ポ ン プ ハ ブ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ の 間 隔 を
狭 め る こ と が で き て ， 軸 方 向 寸 法 の 短 縮 化 を 可 能 に し た 前 記 ト ル ク コ ン バ ー タ を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に ， 本 発 明 は ， 入 力 軸 に 結 合 さ れ る ポ ン プ 羽 根 車 と ， こ の ポ ン
プ 羽 根 車 に 対 置 さ れ て 出 力 軸 が 結 合 さ れ る タ ー ビ ン 羽 根 車 と ， そ れ ら ポ ン プ 羽 根 車 及 び タ
ー ビ ン 羽 根 車 の 内 周 部 間 に 配 置 さ れ る ス テ ー タ 羽 根 車 と を 備 え ， こ の ス テ ー タ 羽 根 車 の ハ
ブ （ 以 下 ， ス テ ー タ ハ ブ と い う 。 ） と ， そ の 中 心 部 に 配 置 さ れ る ス テ ー タ 軸 と の 間 に 介 装
さ れ る フ リ ー ホ イ ー ル が ， ス テ ー タ ハ ブ に 結 合 さ れ る ア ウ タ レ ー ス ， ス テ ー タ 軸 に 結 合 さ
れ る イ ン ナ レ ー ス ， そ の 両 レ ー ス 間 に 介 装 さ れ る 環 状 配 列 の 一 方 向 ク ラ ッ チ 素 子 群 及 び ，
こ の 一 方 向 ク ラ ッ チ 素 子 群 を 保 持 す る ケ ー ジ よ り 構 成 さ れ ， ポ ン プ 羽 根 車 の ハ ブ （ 以 下 ，
ポ ン プ ハ ブ と い う 。 ） と タ ー ビ ン 羽 根 車 の ハ ブ （ 以 下 ， タ ー ビ ン ハ ブ と い う 。 ） と の 間 で
一 対 の ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ を 介 し て ス テ ー タ 羽 根 車 の 軸 方 向 移 動 を 規 制 す る よ う
に し た ト ル ク コ ン バ ー タ に お い て ， 前 記 フ リ ー ホ イ ー ル の ア ウ タ レ ー ス を ， そ の 軸 方 向 両
端 面 が 露 出 す る よ う に し て ス テ ー タ ハ ブ の 内 周 に 固 着 し ， こ の ア ウ タ レ ー ス と ， ポ ン プ ハ
ブ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ 間 に 前 記 一 対 の ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ を ， そ れ ぞ れ の ニ ー ド ル
ロ ー ラ 群 が ア ウ タ レ ー ス の 両 端 面 に 接 す る よ う に 介 装 し ， こ れ ら ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ
ン グ の 内 周 側 に ， ポ ン プ ハ ブ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ に そ れ ぞ れ 当 接 し て 前 記 ケ ー ジ の 軸 方 向 移
動 を 規 制 す る 一 対 の 端 板 を 配 設 し た こ と を 第 １ の 特 徴 と す る ト ル ク コ ン バ ー タ 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 尚 ， 前 記 入 力 軸 は ， 後 述 す る 本 発 明 の 実 施 例 中 の ク ラ ン ク 軸 に 対 応 し ， 一 方 向 ク ラ ッ チ
素 子 は ス プ ラ グ １ ７ に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 本 発 明 は ， 第 １ の 特 徴 に 加 え て ， ス テ ー タ ハ ブ の 内 周 面 に 雌 ス プ ラ イ ン と ， こ の 雌
ス プ ラ イ ン の 一 端 に 隣 接 す る 環 状 の 支 持 壁 と を 形 成 す る 一 方 ， 前 記 ア ウ タ レ ー ス に は ， 前
記 環 状 の 支 持 壁 の 内 周 面 に 嵌 合 す る 同 心 位 置 決 め 部 と ， 前 記 雌 ス プ ラ イ ン に 嵌 合 し て 前 記
支 持 壁 の 内 端 面 に 当 接 す る 雄 ス プ ラ イ ン と を 形 成 し ， 前 記 支 持 壁 と 協 働 し て 前 記 雄 ス プ ラ
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イ ン の 軸 方 向 移 動 を 規 制 す る 係 止 部 材 を ス テ ー タ ハ ブ に 設 け た こ と を 第 ２ の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 本 発 明 は ， 第 １ 又 は 第 ２ の 特 徴 に 加 え て ， 前 記 各 端 板 に は ， そ れ の ポ ン プ ハ ブ 又
は タ ー ビ ン ハ ブ に 支 承 さ れ る 外 端 面 で 半 径 方 向 に 延 び る 複 数 の オ イ ル 溝 を 設 け た こ と を 第
３ の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に ま た 本 発 明 は ， 第 ３ の 特 徴 に 加 え て ， 前 記 各 端 板 に は ， 前 記 オ イ ル 溝 を 前 記 ア ウ
タ レ ー ス 内 に 連 通 す る 複 数 の オ イ ル 孔 と を 設 け た こ と を 第 ４ の 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 に よ れ ば ， 各 一 対 の ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ 及 び 端 板 が ， 互 い
に 半 径 方 向 に 同 心 配 置 さ れ る こ と に な り ， ポ ン プ ハ ブ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ の 間 隔 を 充 分 に 狭
め て ， ト ル ク コ ン バ ー タ 全 体 の 軸 方 向 寸 法 の 短 縮 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 本 発 明 の 第 ２ の 特 徴 に よ れ ば ， ア ウ タ レ ー ス の ス テ ー タ ハ ブ に 対 す る 同 心 精 度 を 確
保 し つ ゝ ， 両 者 の 結 合 を 簡 単 ， 確 実 に 行 う こ と が で き ， 組 立 性 が 良 好 で あ り ， し か も ア ウ
タ レ ー ス の 両 端 面 を ， 前 記 ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ に 支 承 さ せ る べ く 露 出 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 第 ３ の 特 徴 に よ れ ば ， 作 動 オ イ ル が オ イ ル 溝 及 び ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア
リ ン グ を 通 し て ト ル ク コ ン バ ー タ の 循 環 回 路 に 出 入 り す る こ と に な り ， ス ラ ス ト ニ ー ド ル
ベ ア リ ン グ の み な ら ず ， 端 板 と ポ ン プ ハ ブ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ と の 各 当 接 面 を も 良 好 に 潤 滑
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に ま た 本 発 明 の 第 ４ の 特 徴 に よ れ ば ， オ イ ル 溝 を 通 る 作 動 オ イ ル の 一 部 が オ イ ル 孔
か ら ア ウ タ レ ー ス 内 に 流 入 し て ， プ ラ グ １ ７ ， １ ７ … 群 な ど フ リ ー ホ イ ー ル １ １ 内 部 を 確
実 に 潤 滑 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
  本 発 明 の 実 施 の 形 態 を ， 添 付 図 面 に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 に 基 づ い て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る ト ル ク コ ン バ ー タ の 縦 断 側 面 図 ， 図 ２ は 図 １ の ２ 部 拡
大 図 ， 図 ３ は 図 ２ の ３ － ３ 線 断 面 図 ， 図 ４ は 図 ２ に お け る フ リ ー ホ イ ー ル の 端 板 の 外 側 端
面 図 ， 図 ５ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す ， 図 ２ と の 対 応 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 先 ず ， 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 説 明 よ り 始 め る 。 図 １ に お い て ， ト ル ク コ ン バ ー タ Ｔ は ，
ポ ン プ 羽 根 車 ２ と ， そ れ と 対 置 さ れ る タ ー ビ ン 羽 根 車 ３ と ， そ れ ら の 内 周 部 間 に 配 置 さ れ
る ス テ ー タ 羽 根 車 ４ と を 備 え ， こ れ ら 羽 根 車 ２ ， ３ ， ４ 間 に は 作 動 オ イ ル に よ る 動 力 伝 達
の た め の 循 環 回 路 ６ が 画 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ポ ン プ 羽 根 車 ２ に は ， タ ー ビ ン 羽 根 車 ３ の 外 側 面 を 覆 う サ イ ド カ バ ー ５ が 溶 接 に よ り 一
体 的 に 連 設 さ れ る 。 サ イ ド カ バ ー ５ の 外 周 面 に は ， 始 動 用 の リ ン グ ギ ヤ ７ が 嵌 合 し て 溶 接
さ れ て お り ， こ の リ ン グ ギ ヤ ７ に ， ク ラ ン ク 軸 １ に 結 合 し た 駆 動 板 ８ が ボ ル ト ９ で 固 着 さ
れ る 。 タ ー ビ ン 羽 根 車 ３ の ハ ブ ３ ｈ （ 以 下 ， タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ と い う 。 ） と サ イ ド カ バ ー
５ と の 間 に ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ２ ６ が 介 裝 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ト ル ク コ ン バ ー タ Ｔ の 中 心 部 に ク ラ ン ク 軸 １ と 同 軸 上 に 並 ぶ 出 力 軸 １ ０ が 配 置 さ れ ， こ
の 出 力 軸 １ ０ は ， タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ に ス プ ラ イ ン 嵌 合 さ れ る と 共 に ， サ イ ド カ バ ー ５ 中 心
部 の 支 持 筒 ５ ａ に 軸 受 ブ ッ シ ュ ２ ３ を 介 し て 回 転 自 在 に 支 承 さ れ る 。 出 力 軸 １ ０ は 図 示 し
な い 多 段 変 速 機 の 主 軸 と な る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 出 力 軸 １ ０ の 外 周 に は ， ス テ ー タ 羽 根 車 ４ の ハ ブ ４ ｈ （ 以 下 ， ス テ ー タ ハ ブ ４ ｈ と い う
。 ） を フ リ ー ホ イ ー ル １ １ を 介 し て 支 承 す る 中 空 円 筒 状 の ス テ ー タ 軸 １ ２ が 配 置 さ れ ， こ
れ ら 出 力 軸 １ ０ 及 び ス テ ー タ 軸 １ ２ 間 に は ， そ れ ら の 相 対 回 転 を 許 容 す る ラ ジ ア ル ニ ー ド
ル ベ ア リ ン グ １ ３ が 介 裝 さ れ る 。 ス テ ー タ 軸 １ ２ の 外 端 部 は ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス １ ４ に 回 転
不 能 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 明 示 す る よ う に ， フ リ ー ホ イ ー ル １ １ は ， ス テ ー タ ハ ブ ４ ｈ の 内 周 面 に
圧 入 に よ り 結 合 さ れ る ア ウ タ レ ー ス １ ５ と ， ス テ ー タ 軸 １ ２ の 外 周 に ス プ ラ イ ン 結 合 さ れ
る イ ン ナ レ ー ス １ ６ と ， こ れ ら レ ー ス １ ５ ， １ ６ 間 に 介 裝 さ れ る 環 状 配 列 の ス プ ラ グ １ ７
， １ ７ … 群 と ， こ の ス プ ラ グ １ ７ ， １ ７ … 群 を 保 持 す る 環 状 配 列 の 保 持 窓 １ ８ ｃ ， １ ８ ｃ
… 群 を 有 す る 環 状 の ケ ー ジ １ ８ と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ス テ ー タ 羽 根 車 ４ は ， Ａ ｌ 合 金 等 の 軽 合 金 製 で あ り ， そ の ス テ ー タ ハ ブ ４ ｈ の 内 周 面 に
鋼 鉄 製 の ア ウ タ レ ー ス １ ５ が 次 の よ う に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 即 ち ， ス テ ー タ ハ ブ ４ ｈ の 内 周 に は 雌 ス プ ラ イ ン ２ ７ と ， こ の 雌 ス プ ラ イ ン ２ ７ の 一 端
に 隣 接 す る 環 状 の 支 持 壁 ２ ８ と が 形 成 さ れ る 。 ま た ， ア ウ タ レ ー ス １ ５ に は ， 前 記 環 状 の
支 持 壁 ２ ８ の 内 周 面 に 嵌 合 す る 同 心 位 置 決 め 部 ２ ９ と ， 前 記 雌 ス プ ラ イ ン ２ ７ に 嵌 合 し て
前 記 支 持 壁 ２ ８ の 内 端 面 に 当 接 す る 雄 ス プ ラ イ ン ３ ０ と が 形 成 さ れ ， 支 持 壁 ２ ８ と 協 働 し
て 雄 ス プ ラ イ ン ３ ０ を 軸 方 向 に 挟 持 す る サ ー ク リ ッ プ ３ ２ が ス テ ー タ ハ ブ ４ ｈ に 係 止 さ れ
る 。 こ う し て ， ス テ ー タ ハ ブ ４ ｈ の 内 周 に 取 り 付 け ら れ た ア ウ タ レ ー ス １ ５ は ， 軸 方 向 両
端 面 を 露 出 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 ， イ ン ナ レ ー ス １ ６ の 軸 方 向 両 端 部 に は ， ス プ ラ グ １ ７ ， １ ７ … 群 と の 接 触 部 よ り
小 径 の 支 持 部 １ ６ ａ ， １ ６ ａ が 形 成 さ れ ， こ れ ら 支 持 部 １ ６ ａ ， １ ６ ａ に は ， 前 記 ケ ー ジ
１ ８ を 挟 ん で そ の 軸 方 向 移 動 を 規 制 す る 一 対 の 環 状 の 端 板 ３ ５ ， ３ ５ ′ が そ れ ぞ れ 回 転 可
能 に 嵌 合 さ れ ， ま た こ れ ら 端 板 ３ ５ ， ３ ５ ′ の 外 周 に は ， 一 対 の ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ
ン グ ３ ４ ， ３ ４ ′ が 配 設 さ れ る 。 一 側 の ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ３ ４ 及 び 端 板 ３ ５ に
は ， ポ ン プ 羽 根 車 ２ の ハ ブ ２ ｈ （ 以 下 ， ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ と い う 。 ） の 内 端 面 が ， ま た 他 側
の ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ３ ４ ′ 及 び 端 板 ３ ５ ′ に は タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ の 内 端 面 が そ
れ ぞ れ 対 向 配 置 さ れ ， こ れ に よ っ て ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ は ， ス テ ー タ ハ
ブ ４ ｈ と 固 着 し た ア ウ タ レ ー ス １ ５ を 一 対 の ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ３ ４ ， ３ ４ ′ を
介 し て 軸 方 向 に 支 承 す る と 共 に ， 一 対 の 端 板 ３ ５ ， ３ ５ ′ の 軸 方 向 移 動 を 規 制 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ３ ４ ， ３ ４ ′ は ， 何 れ も 放 射 状 配 列 の ニ ー ド ル ロ ー ラ
３ ４ ａ ， ３ ４ ａ … 群 と ， こ れ ら ニ ー ド ル ロ ー ラ ３ ５ ａ ， ３ ５ ａ … 群 を 保 持 す る ニ ー ド ル ケ
ー ジ ３ ４ ａ と ， こ の ニ ー ド ル ケ ー ジ ３ ４ ａ の 内 周 面 に 嵌 合 し て ニ ー ド ル ロ ー ラ ３ ４ ａ ， ３
４ ａ … 群 の 外 側 面 に 接 す る 硬 質 の ス ラ ス ト 板 ３ ４ ｃ と か ら な っ て お り ， ニ ー ド ル ロ ー ラ ３
４ ａ ， ３ ４ ａ … 群 は ， ア ウ タ レ ー ス １ ５ の 対 応 す る 端 面 に 転 動 可 能 に 接 し ， ス ラ ス ト 板 ３
４ ｃ は ， 対 応 す る ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ 又 は タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ の 内 端 面 に 当 接 し て 軸 方 向 移 動 が
規 制 さ れ る よ う に な っ て い る 。 而 し て ， 両 ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ３ ４ ， ３ ４ ′ は ，
ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ 間 で ア ウ タ レ ー ス １ ５ を 軸 方 向 定 位 置 に 保 持 し ， ま
た 両 端 板 ３ ５ ， ３ ５ ′ は ， ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ 間 で イ ン ナ レ ー ス １ ６ 及
び ケ ー ジ １ ８ を 軸 方 向 定 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に ， 各 端 板 ３ ５ ， ３ ５ ′ の ， ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ 又 は タ ー ビ ン ハ ブ
３ ｈ と の 対 向 面 に は ， 放 射 状 配 置 の 複 数 の オ イ ル 溝 ３ ６ ， ３ ６ … が 形 成 さ れ ， ま た こ れ ら
オ イ ル 溝 ３ ６ ， ３ ６ … を ア ウ タ レ ー ス １ ５ 内 に 連 通 す る 複 数 の オ イ ル 孔 ３ ７ ， ３ ７ … が 各
端 板 ３ ５ ， ３ ５ ′ に 穿 設 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 再 び 図 １ に お い て ， ス テ ー タ 軸 １ ２ の 外 周 に は ， ポ ン プ 羽 根 車 ２ に 結 合 し た 補 機 駆 動 軸
２ ０ が 相 対 回 転 可 能 に 配 置 さ れ ， こ の 補 機 駆 動 軸 ２ ０ に よ っ て ， ト ル ク コ ン バ ー タ Ｔ に 作
動 オ イ ル を 供 給 す る オ イ ル ポ ン プ ２ １ が 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 タ ー ビ ン 羽 根 車 ３ 及 び サ イ ド カ バ ー ５ に は ， 前 記 循 環 回 路 ６ と 外 周 部 で 連 通 す る ク ラ ッ
チ 室 ２ ２ 画 成 さ れ ， こ の ク ラ ッ チ 室 ２ ２ に は ， タ ー ビ ン 羽 根 車 ３ 及 び サ イ ド カ バ ー ５ 間 を
直 結 し 得 る ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ Ｌ が 設 け ら れ る 。 即 ち ， ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ Ｌ の 主 体
を な す ク ラ ッ チ ピ ス ト ン ２ ５ が ， ク ラ ッ チ 室 ２ ２ を タ ー ビ ン 羽 根 車 ３ 側 の 内 側 室 ２ ２ ａ と
サ イ ド カ バ ー ５ 側 の 外 側 室 ２ ２ ｂ と に 区 画 す る よ う に ク ラ ッ チ 室 ２ ２ に 配 置 さ れ る 。 ク ラ
ッ チ ピ ス ト ン ２ ５ は ， そ の 一 端 面 に 備 え た 摩 擦 ラ イ ニ ン グ ２ ５ ａ を サ イ ド カ バ ー ５ 内 側 壁
に 圧 接 さ せ る 接 続 位 置 と ， そ の 内 壁 か ら 離 間 す る 非 接 続 位 置 と の 間 を 軸 方 向 に 移 動 し 得 る
よ う に ， タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ の 外 周 面 に 摺 動 可 能 に 支 承 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た ク ラ ッ チ 室 ２ ２ に は ， ク ラ ッ チ ピ ス ト ン ２ ５ 及 び タ ー ビ ン 羽 根 車 ３ 間 を 緩 衝 的 に 連
結 す る 公 知 の ト ル ク ダ ン パ Ｄ が 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 出 力 軸 １ ０ の 中 心 部 に は ， 横 孔 ２ ４ 及 び ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ２ ６ を 介 し て ク ラ
ッ チ 室 ２ ２ の 外 側 室 ２ ２ ｂ に 連 通 す る 第 １ 油 路 ４ ０ が 設 け ら れ る 。 ま た 補 機 駆 動 軸 ２ ０ と
ス テ ー タ 軸 １ ２ と の 間 に は ， 前 記 オ イ ル 溝 ３ ６ ， ３ ６ … 及 び オ イ ル 孔 ３ ７ ， ３ ７ … を 介 し
て 循 環 回 路 ６ の 内 周 部 に 連 通 す る 第 ２ 油 路 ４ １ が 画 成 さ れ ， こ れ ら 第 １ 油 路 ４ ０ 及 び 第 ２
油 路 ４ １ は ， ロ ッ ク ア ッ プ 制 御 弁 ４ ２ に よ り ， オ イ ル ポ ン プ ２ １ の 吐 出 側 と オ イ ル 溜 め ４
３ と に 交 互 に 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
  次 に ， こ の 実 施 例 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 エ ン ジ ン の ア イ ド リ ン グ な い し 極 低 速 運 転 域 で は ， ロ ッ ク ア ッ プ 制 御 弁 ４ ２ は ， 図 １ に
示 す よ う に ， 第 １ 油 路 ４ ０ を オ イ ル ポ ン プ ２ １ の 吐 出 側 に 接 続 す る 一 方 ， 第 ２ 油 路 ４ １ を
オ イ ル 溜 め ４ ３ に 接 続 す る よ う に ， 図 示 し な い 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト に よ り 制 御 さ れ る 。 し た
が っ て ， エ ン ジ ン の ク ラ ン ク 軸 １ の 出 力 ト ル ク が 駆 動 板 ８ ， サ イ ド カ バ ー ５ ， ポ ン プ 羽 根
車 ２ へ と 伝 達 し て ， そ れ を 回 転 駆 動 し ， 更 に オ イ ル ポ ン プ ２ １ を も 駆 動 す る と ， オ イ ル ポ
ン プ ２ １ の 吐 出 作 動 オ イ ル が ロ ッ ク ア ッ プ 制 御 弁 ４ ２ か ら 第 １ 油 路 ４ ０ ， 横 孔 ２ ４ 及 び ス
ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ２ ６ ， ク ラ ッ チ 室 ２ ２ の 外 側 室 ２ ２ ｂ ， 内 側 室 ２ ２ ａ を 順 次 経
て 循 環 回 路 ６ に 流 入 し ， 該 回 路 ６ を 満 た し た 後 ， ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ３ ４ ， ３ ４
′ 及 び オ イ ル 溝 ３ ６ ， ３ ６ … を 経 て 第 ２ 油 路 ４ １ に 移 り ， ロ ッ ク ア ッ プ 制 御 弁 ４ ２ か ら オ
イ ル 溜 め ４ ３ に 還 流 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ の 間 ， ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ３ ４ ， ３ ４ ′ は ， そ れ ら を 通 過 す る 作 動 オ イ ル に
よ っ て 潤 滑 さ れ ， ま た オ イ ル 溝 ３ ６ ， ３ ６ … を 通 過 す る 作 動 オ イ ル に よ っ て 端 板 ３ ５ ， ３
５ ′ と ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ と の 当 接 面 が 潤 滑 さ れ ， さ ら に オ イ ル 溝 ３ ６
， ３ ６ … を 通 過 す る 作 動 オ イ ル の 一 部 が オ イ ル 孔 ３ ７ ， ３ ７ … を 通 し て ア ウ タ レ ー ス １ ５
内 に 流 入 す る こ と に よ り ， プ ラ グ １ ７ ， １ ７ … 群 な ど フ リ ー ホ イ ー ル １ １ 内 部 が 潤 滑 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 而 し て ， ク ラ ッ チ 室 ２ ２ で は ， 上 記 の よ う な 作 動 オ イ ル の 流 れ に よ り 外 側 室 ２ ２ ｂ の 方
が 内 側 室 ２ ２ ａ よ り も 高 圧 と な り ， そ の 圧 力 差 に よ り ク ラ ッ チ ピ ス ト ン ２ ５ が サ イ ド カ バ
ー ５ の 内 壁 か ら 引 き 離 さ れ る 方 向 へ 押 圧 さ れ る の で ， ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ Ｌ は 非 接 続 状
態 と な っ て お り ， ポ ン プ 羽 根 車 ２ 及 び タ ー ビ ン 羽 根 車 ３ の 相 対 回 転 を 許 容 し て い る 。 し た
が っ て ， ク ラ ン ク 軸 １ か ら ポ ン プ 羽 根 車 ２ が 回 転 駆 動 さ れ る と ， 循 環 回 路 ５ を 満 た し て い
る 作 動 オ イ ル が 矢 印 の よ う に 循 環 回 路 ５ を 循 環 す る こ と に よ り ， ポ ン プ 羽 根 車 ３ の 回 転 ト
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ル ク を タ ー ビ ン 羽 根 車 ４ に 伝 達 し ， 出 力 軸 １ ０ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の と き ， ポ ン プ 羽 根 車 ２ 及 び タ ー ビ ン 羽 根 車 ３ 間 で ト ル ク の 増 幅 作 用 が 生 じ て い れ ば
， そ れ に 伴 う 反 力 が ス テ ー タ 羽 根 車 ４ に 負 担 さ れ ， ス テ ー タ 羽 根 車 ４ は ， フ リ ー ホ イ ー ル
１ １ の ロ ッ ク 作 用 に よ り ， 即 ち ス プ ラ グ １ ７ ， １ ７ … 群 が ア ウ タ レ ー ス １ ５ 及 び イ ン ナ レ
ー ス １ ６ の 相 対 回 転 を 阻 止 す る よ う に 両 レ ー ス １ ５ ， １ ６ 間 に ロ ッ ク さ れ る こ と に よ り ，
ス テ ー タ 軸 １ ２ に 連 結 ， 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ト ル ク 増 幅 作 用 を 終 え る と ， ス テ ー タ 羽 根 車 ４ は ， こ れ が 受 け る ト ル ク 方 向 の 反 転 に よ
り ， フ リ ー ホ イ ー ル １ １ が 空 転 す る こ と ， 即 ち ス プ ラ グ １ ７ ， １ ７ … 群 が 両 レ ー ス １ ５ ，
１ ６ の 相 対 回 転 を 許 容 す る こ と で ポ ン プ 羽 根 車 ２ 及 び タ ー ビ ン 羽 根 車 ３ と 共 に 同 一 方 向 へ
回 転 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ト ル ク コ ン バ ー タ Ｔ が こ の よ う な カ ッ プ リ ン グ 状 態 と な っ た と こ ろ で ， 電 子 制 御 ユ ニ ッ
ト に よ り ロ ッ ク ア ッ プ 制 御 弁 ４ ２ を 切 換 え る 。 そ の 結 果 ， オ イ ル ポ ン プ ２ １ の 吐 出 作 動 オ
イ ル は ， 先 刻 と は 反 対 に ， ロ ッ ク ア ッ プ 制 御 弁 ４ ２ か ら 第 ２ 油 路 ４ １ を 経 て 循 環 回 路 ６ に
流 入 し て ， 該 回 路 ６ を 満 た し た 後 ， ク ラ ッ チ 室 ２ ２ の 内 側 室 ２ ２ ａ に 移 っ て ， 該 内 側 室 ２
２ ａ を も 満 た す 。 一 方 ， ク ラ ッ チ 室 ２ ２ の 外 側 室 ２ ２ ｂ は ， 第 １ 油 路 ４ ０ 及 び ロ ッ ク ア ッ
プ 制 御 弁 ４ ２ を 介 し て オ イ ル 溜 め ４ ３ に 開 放 さ れ る の で ， ク ラ ッ チ 室 ２ ２ で は ， 内 側 室 ２
２ ａ の 方 が 外 側 室 ２ ２ ｂ よ り も 高 圧 と な り ， ク ラ ッ チ ピ ス ト ン ２ ５ は ， そ の 圧 力 差 に よ り
サ イ ド カ バ ー ５ 側 に 押 圧 さ れ ， 摩 擦 ラ イ ニ ン グ ２ ５ ａ を サ イ ド カ バ ー ５ の 内 側 壁 に 圧 接 さ
せ ， ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ Ｌ は 接 続 状 態 と な る 。 す る と ， ク ラ ン ク 軸 １ か ら ポ ン プ 羽 根 車
２ に 伝 達 し た 回 転 ト ル ク は ， サ イ ド カ バ ー ５ か ら ク ラ ッ チ ピ ス ト ン ２ ５ ， ト ル ク ダ ン パ Ｄ
を 介 し て タ ー ビ ン 羽 根 車 ３ に 機 械 的 に 伝 達 す る こ と に な る か ら ， ポ ン プ 羽 根 車 ２ 及 び タ ー
ビ ン 羽 根 車 ４ は 直 結 の 状 態 と な り ， ク ラ ン ク 軸 １ の 出 力 ト ル ク を 出 力 軸 １ ０ に 効 率 良 く 伝
達 す る こ と が で き ， 燃 費 の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 と こ ろ で ， こ の よ う な ト ル ク コ ン バ ー タ Ｔ に お い て ， フ リ ー ホ イ ー ル １ １ の ア ウ タ レ ー
ス １ ５ を ， そ の 両 端 面 が 露 出 す る よ う に し て タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ に 固 着 し ， こ の ア ウ タ レ ー
ス １ ５ と ， ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ 間 に 一 対 の ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ
３ ４ ， ３ ４ ′ を ， そ れ ぞ れ の ニ ー ド ル ロ ー ラ ３ ４ ａ ， ３ ４ ａ … 群 が ア ウ タ レ ー ス １ ５ の 両
端 面 に 接 す る よ う に 介 装 し ， こ れ ら ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ３ ４ ， ３ ４ ′ の 内 周 側 に
， ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ に そ れ ぞ れ 当 接 し て フ リ ー ホ イ ー ル １ １ の ケ ー ジ
１ ８ の 軸 方 向 移 動 を 規 制 す る 一 対 の 端 板 ３ ５ ， ３ ５ ′ を 配 設 し た の で ， 各 一 対 の ス ラ ス ト
ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ３ ４ ， ３ ４ ′ 及 び 端 板 ３ ５ ， ３ ５ ′ は ， 互 い に 半 径 方 向 に 同 心 配 置 さ
れ る こ と に な り ， ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ の 間 隔 を 充 分 に 狭 め て ， ト ル ク コ
ン バ ー タ Ｔ 全 体 の 軸 方 向 寸 法 の 短 縮 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た ア ウ タ レ ー ス １ ５ の ス テ ー タ ハ ブ ４ ｈ へ の 固 着 構 造 は ， ス テ ー タ ハ ブ ４ ｈ の 内 周 面
に 雌 ス プ ラ イ ン ２ ７ と ， こ の 雌 ス プ ラ イ ン ２ ７ の 一 端 に 隣 接 す る 環 状 の 支 持 壁 ２ ８ と を 形
成 す る 一 方 ， 前 記 ア ウ タ レ ー ス １ ５ に は ， 前 記 環 状 の 支 持 壁 ２ ８ の 内 周 面 に 嵌 合 す る 同 心
位 置 決 め 部 ２ ９ と ， 前 記 雌 ス プ ラ イ ン ２ ７ に 嵌 合 し て 前 記 支 持 壁 ２ ８ の 内 端 面 に 当 接 す る
雄 ス プ ラ イ ン ３ ０ と を 形 成 し ， 前 記 支 持 壁 ２ ８ と 協 働 し て 雄 ス プ ラ イ ン ３ ０ を 挟 持 す る サ
ー ク リ ッ プ ３ ２ を ス テ ー タ ハ ブ ４ ｈ に 係 止 し て 構 成 さ れ る の で ， ア ウ タ レ ー ス １ ５ の ス テ
ー タ ハ ブ ４ ｈ に 対 す る 同 心 精 度 を 確 保 し つ ゝ ， 両 者 の 結 合 を 簡 単 ， 確 実 に 行 う こ と が で き
， 組 立 性 が 良 好 で あ り ， し か も ア ウ タ レ ー ス １ ５ の 両 端 面 を ， 前 記 ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア
リ ン グ ３ ４ ， ３ ４ ′ に 支 承 さ せ る べ く 露 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た ア ウ タ レ ー ス １ ５ と ， ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ と の 各 間 に 介 装 さ れ る
一 対 の ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ３ ４ ， ３ ４ ′ の 半 径 方 向 内 側 に ， フ リ ー ホ イ ー ル １ １
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の 一 対 の 端 板 ３ ５ ， ３ ５ ′ を 配 設 し ， こ れ ら 端 板 ３ ５ ， ３ ５ ′ の ， ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ 及 び タ
ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ と の 対 向 面 に 放 射 状 の 複 数 の オ イ ル 溝 ３ ６ ， ３ ６ … を 形 成 し た こ と に よ り
， 作 動 オ イ ル が オ イ ル 溝 ３ ６ ， ３ ６ … 及 び ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ３ ４ ， ３ ４ ′ を 通
し て ト ル ク コ ン バ ー タ Ｔ の 循 環 回 路 ６ に 出 入 り す る こ と に な り ， ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ
ン グ ３ ４ ， ３ ４ ′ の 良 好 な 潤 滑 状 態 を 得 る こ と が で き る 他 ， 端 板 ３ ５ ， ３ ５ ′ と ポ ン プ ハ
ブ ２ ｈ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ と の 当 接 面 を も 良 好 に 潤 滑 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 し か も 端 板 ３ ５ ， ３ ５ ′ に は ， 上 記 オ イ ル 溝 ３ ６ ， ３ ６ … を ア ウ タ レ ー ス １ ５ 内 に 連 通
す る 複 数 の オ イ ル 孔 ３ ７ ， ３ ７ … を 設 け た の で ， オ イ ル 溝 ３ ６ ， ３ ６ … を 通 る 作 動 オ イ ル
の 一 部 が オ イ ル 孔 ３ ７ ， ３ ７ … か ら ア ウ タ レ ー ス １ ５ 内 に 流 入 し て ， プ ラ グ １ ７ ， １ ７ …
群 な ど フ リ ー ホ イ ー ル １ １ 内 部 を 確 実 に 潤 滑 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に ， 図 ５ に 示 す 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 例 は ， ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ３ ４ ， ３ ４ ′ か ら ス ラ ス ト 板 を 取 り 去
り ， ニ ー ド ル ロ ー ラ ３ ４ ａ ， ３ ４ ａ … 群 の 外 側 面 を も ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ ３
ｈ に 直 接 接 触 さ せ る よ う に し た も の で あ り ， そ の 他 の 構 成 は ， 前 実 施 例 を 同 様 の 構 成 で あ
る の で ， 図 中 ， 前 実 施 例 と 対 応 す る 部 分 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て ， そ の 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 例 に よ れ ば ， ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ ３ ４ ， ３ ４ ′ か ら ス ラ ス ト 板 を
取 り 去 っ た 分 ， ポ ン プ ハ ブ ２ ｈ 及 び タ ー ビ ン ハ ブ ３ ｈ の 間 隔 を 狭 め る こ と が で き て ， ト ル
ク コ ン バ ー タ Ｔ の 軸 方 向 寸 法 の 更 な る 短 縮 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
  本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く ， そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 設
計 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ト ル ク コ ン バ ー タ の 縦 断 側 面 図
【 図 ２ 】 図 １ の ２ 部 拡 大 図
【 図 ３ 】 図 ２ の ３ － ３ 線 断 面 図
【 図 ４ 】 図 ２ に お け る フ リ ー ホ イ ー ル の 端 板 の 外 側 端 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す ， 図 ２ と の 対 応 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
Ｔ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ト ル ク コ ン バ ー タ
１ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 入 力 軸 （ エ ン ジ ン の ク ラ ン ク 軸 ）
２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ポ ン プ 羽 根 車
３ ・ ・ ・ ・ ・ ・ タ ー ビ ン 羽 根 車
４ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ス テ ー タ 羽 根 車
１ ０ ・ ・ ・ ・ ・ 出 力 軸
１ １ ・ ・ ・ ・ ・ フ リ ー ホ イ ー ル
１ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ス テ ー タ 軸
１ ５ ・ ・ ・ ・ ・ ア ウ タ レ ー ス
１ ６ ・ ・ ・ ・ ・ イ ン ナ レ ー ス
１ ７ ・ ・ ・ ・ ・ 一 方 向 ク ラ ッ チ 素 子 （ ス プ ラ グ ）
１ ８ ・ ・ ・ ・ ・ ケ ー ジ
２ ７ ・ ・ ・ ・ ・ 雌 ス プ ラ イ ン
２ ８ ・ ・ ・ ・ ・ 支 持 壁
２ ９ ・ ・ ・ ・ ・ 同 心 位 置 決 め 部

10

20

30

40

50

(8) JP 2005-299830 A 2005.10.27



３ ０ ・ ・ ・ ・ ・ 雄 ス プ ラ イ ン
３ ２ ・ ・ ・ ・ ・ 係 止 部 材 （ サ ー ク リ ッ プ ）
３ ４ ， ３ ４ ′ ・ ・ ・ ス ラ ス ト ニ ー ド ル ベ ア リ ン グ
３ ５ ， ３ ５ ′ ・ ・ ・ 端 板

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(9) JP 2005-299830 A 2005.10.27



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(10) JP 2005-299830 A 2005.10.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

